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１月 17 日に、新本社が竣工し、予定

通り無事引き渡しとなりました。設計をお
願いした中日設計様、施工をお願いし
た日本建設様には、大変お世話になり、
短い工期ながら滞りなく綺麗で魅力的で
ありながら、効率的かつ経済的なよく考
えられた事務所兼倉庫を完成していた
だきました。また、27 日に社員、協力業
者様、またそのご家族様向けの内覧会
が開催され、多くの方にご来場いただき
ました。多くの方々から温かいお祝いの
言葉や励ましの言葉をいただき多くの
方々の支えに感謝の気持ちでいっぱい
です。来場者の皆さんは、思った以上に
大きく立派なのに少し驚かれたような感
じもありました。今の本社から想像すると、
確かにそういう印象をもたれるかもしれ
ません。今後さらに精進し、いろいろな
面でさらに成長していけるように努力して
いかないといけません。また、いつまでも
建物を綺麗に維持し、活気ある事務所
にして多くの方々が訪れてくれて、地域
の方々にも貢献できるようにも努めてい
きたいです。２月 12 日の業務開始に向
けて忙しくなりますが、お客様はじめ関係
者の皆さんに、ご迷惑のかからないよう
配慮し、滞りなく引越し作業を終えられ
るようにしましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
１月 25日に法人関係の部門が集まり、

合同のミーティングを行いました。お取
引先様の情報などを共有して、営業に
繋げていくとともに防水・防虫などの技術
的な面でも情報交換を行いました。クレ
ームや品質の異常を発生させないため

に、最近問題になっていることの打ち合
わせを行ったわけですが、現場はみな
状況が違い、それぞれ現場での状況に
応じ細かく対応しており、これはなかなか
マニュアル等で簡単に説明できるもので
はなく、当社が過去から本当に多くの工
事実績があり、社内には本当に多くのノ
ウハウが蓄積されていると改めて感じま
した。これらをマニュアルに書いたら、膨
大な量となってしまい、そんなことは出
来ないし、言葉で説明してすべて理解で
きるものでもなく、また、日々変化、進化
もしており、こうした技術力は会社の宝で
あり、無形の財産であり、如何に若い人
たちに伝え、教えていくかということも、ま
た難しい課題です。だから、価値があり、
当社が他社と差別化できている(？)理
由にもなるのですが、とにかく社内のコミ
ュニケーションを良くし、現場を数多く経
験して、色々な事例を都度オープンにし
て情報を共有して、そうしたことを日々
積み重ねていくしかないのだと思います。
そして、先輩たちは愛情を持って育て、
若い人たちは、一生懸命に学ぶ姿勢を
持ち続けるということが根底に必要です。
会社の雰囲気や文化と言われるものが
大切で、これも無形な目に見えない、言
葉にするのが難しい財産とも言えます。
「樹は自ら育つ」ものであり、できることは、
土壌づくりや水をやることだけですが、そ
れを怠ったり、また最近はやりすぎもある
ようですが、そうなると枯れたり、ひ弱に
しか育たないのもまた真実です。 

 
 
新春のリフォームイベントを、各デアー

ルリフォーム店で開催されました。自店
での開催と、メーカーのショールームを
利用させてもらっての開催とありましたが、
どの店舗でもまずまずの来客数があり、
水回りを中心に見積もり依頼も数多くい
ただきました。これから消費税前の駆け
込みも予想されますので、素早い対応
で、頑張っていきましょう。 
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ちちょょっっとと一一言言  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

お疲れ様です。総務部の峰です。 

寒い日が続いておりますがいかがお過ごしでしょうか。 

本社勤務の私は、日常業務に加え、目前に迫った本

社移転の準備・片付けに追われ、寒さを忘れる程の毎日

を過ごしております。この大変な作業を少しでも前向きに

行えたらと考え、調べた事を含めお話させていただきま

す。 

皆様、断捨離という言葉をご存知でしょうか。過去、話

題となったワードなため、ご存じの方も多いかと思います

が、断捨離とは、入ってくる要らない物を｢断」つ、ずっとあ

る要らない物を｢捨｣てる、物への執着から｢離｣れること

で、不要な物を減らし生活の質を向上させることです。一

見家庭での作業と思いがちですが、職場でもこれを活用

することで、様々なことをプラスに変化させることが可能と

なります。 

職場で行うことで、スペースの無駄が無くなる➡時間

の無駄が無くなる➡ミスが無くなる。その結果、個人とし

ては、身の周りが綺麗になることに加え、ストレスから解放

される効果もあり、心の平穏を得ることができます。会社

としては様々な無駄やコストが削減でき、利益へ転換で

きることが報告されています。 

しかし、実際職場で断捨離を行うと「今は必要が無い

が、いつか使う可能性のある物」の判断に迷うこととなりま

す。この場合は使い終わったら処分、または期限を決

め、期限が来たら処分することで保留が積み上げられる

ことが無くなり問題をクリアできます。 

そういう私も、職場どころか家庭の断捨離さえしたこと

がありません。心機一転、新オフィスで気持ちよく仕事を

するためにも、まず現オフィスの断捨離を決行します！

本社の方々に限らず、皆様もぜひいかがでしょうか? 

まだまだ寒い日々が続きます。風邪などひかぬよう体

調管理には充分注意して、この厳しい時期を乗り切りまし

ょう。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

施施工工事事例例紹紹介介  

●施工場所 愛知県長久手市 

●構 造 木造二階建て 

●工 事 名 サッシ工事、テラス工事、デッキ工事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

 

 

■担 当 建設事業部 名古屋東店 江端 洋行 

「部屋を明るくしたい。」というご要望でサッシ工事をさせて

頂きました。今まで、腰窓が付いておりましたが、そこを掃出し

窓に取替えさせて頂きました。 

また、デッキを設置して、床の高さと同じすることによって、

窓を開ければ部屋が広く開放的になり、テラスも一緒に施工

させて頂きました。 

今では、部屋が明るくなり、窓から見える外の樹木を楽しん

で頂いております。 

また、お孫さんが来ると床で楽しそうに遊んでくれていると大

変喜んで頂きました。 

総務部 

    峰 公子 

「本社移転を控えて…」 

入入社社社社員員紹紹介介  

★久留 邦裕 法人事業部 法人建設課 31歳 
資格：第二種電気工事士 
趣味：ＢＢＱ、スノーボード 
「未経験入社で右も左も分かりませんが、１日でも
早く戦力になれるよう頑張ります。」 

 

 

  

★★HHaappppyy  NNeewwss★★  

ご結婚おめでとうございます 

★不動産課 坂元さん（旧姓：篠原） 
１月結婚 

 


